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『
一
声
塚
』
は
、
丹
後
宮
津
連
に
よ
る
芭
蕉
塚
（
句
碑
）
建
立
の
記
念
俳
諧
集

で
あ
る
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
書
冊
は
、
京
都
府
舞
鶴
市
立
郷
土
資
料
館
の
故
糸

井
仙
之
助
氏
旧
蔵
の
文
庫
に
蔵
し
、「
改
訂
版
丹
後
郷
土
資
料
目
録
」
の
第
十
項

（
イ
）
４
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
初
期
丹
後
俳
壇
の
状
況

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
好
資
料
で
あ
り
、
全
文
が
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
の
で
こ

こ
に
翻
刻
紹
介
す
る
。

書
誌
を
記
す
。
半
紙
本
一
冊
。
表
紙
は
、
白
茶
地
に
格
子
の
雲
様
散
ら
し
。

縦
二
十
二
・
五
糎
、
横
十
六
・
一
糎
、
墨
付
三
十
丁
。
題
簽
（
中
央
、
貼
）
に

「
一
声
塚
　
完
」。
明
和
丁
亥
四
年
十
月
十
二
日
、
宮
津
の
細
野
東
陌
の
序
文
と
、

京
都
の
中
川
蝶
夢
の
序
文
と
を
付
す
。
丹
後
国
天
橋
立
芭
蕉
翁
石
碑
之
図
一
丁

を
付
す
。
刊
記
は
「
洛
陽
書
坊
橘
店
次
兵
衛
寿
梓
」。

句
碑
「
一
声
塚
」
は
、
芭
蕉
句
「
一
声
の
江
に
横
た
ふ
や
ほ
と
と
ぎ
す
」
に

よ
る
蝶
夢
の
命
名
で
あ
る
。
明
和
四
年
五
月
十
二
日
に
宮
津
智
恩
寺
で
法
要
、

開
眼
の
俳
諧
興
行
が
催
さ
れ
、
蝶
夢
は
そ
の
導
師
を
務
め
た
。
そ
し
て
、
句
碑

の
建
立
は
義
仲
寺
編
『
諸
国
翁
墳
記
』
に
登
載
さ
れ
、
諸
国
の
俳
壇
に
披
露
さ

れ
た
。
蝶
夢
と
宮
津
俳
壇
と
は
明
和
三
年
の
『
橋
立
の
あ
き
』（
同
年
九
月
序
、

鷺
十
編
）
か
ら
の
縁
で
あ
る
。
蝶
夢
に
と
っ
て
は
、
芭
蕉
顕
彰
事
業
の
初
期
に

あ
た
り
、
そ
の
事
業
を
理
解
し
賛
同
す
る
人
々
を
求
め
て
お
り
、
そ
れ
ら
の

人
々
に
対
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
俳
諧
の
援
助
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
ま
た
、

宮
津
連
に
あ
っ
て
は
、
蝶
夢
に
従
っ
て
予
て
か
ら
希
求
し
て
い
た
芭
蕉
句
碑
の

建
立
を
果
た
し
得
た
も
の
で
あ
る
。

序
文
を
記
す
東
陌
は
、
細
野
氏
、
宮
津
横
町
住注

１

。
閑
雲
洞
、
十
声
庵
、
菊
巴

亭
、
枕
流
亭
の
号
が
あ
る
。
晩
年
に
剃
髪
、
天
明
元
年
六
月
二
十
一
日
に
没
す
。

『
丹
後
の
名
寄
』（
安
永
九
年
十
一
月
自
序
）
を
編
む
。
宮
津
俳
壇
の
重
鎮
の
一

人
で
、『
橋
立
の
あ
き
』
興
行
に
も
一
座
し
て
い
る
。
追
善
句
集
『
浦
の
月
』

（
天
明
元
年
八
月
馬
吹
序
）
が
宮
津
連
に
よ
っ
て
編
ま
れ
、
諸
国
文
通
の
追
善
句

と
し
て
は
、
そ
の
最
初
に
与
謝
蕪
村
の
「
西
ふ
け
ば
東
に
た
ま
る
落
葉
か
な

京
都

蕪
村
」
が
入
集
し
て
い
る
。

序
文
を
記
す
東
陌
は
宮
津
俳
壇
の
重
鎮
で
あ
る
が
、
一
声
塚
の
建
立
と
記
念

集
の
発
刊
と
は
、
実
質
的
に
は
宮
津
連
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
明
和
期
の
宮
津

俳
壇
は
そ
の
黎
明
期
に
あ
た
り
、
宮
津
連
中
が
俳
壇
の
確
立
に
務
め
た
結
晶
で

あ
っ
た
。
こ
れ
を
拠
り
所
と
し
て
、
宮
津
俳
壇
は
発
展
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

因
み
に
、
丹
後
の
芭
蕉
塚
に
は
、
次
の
も
の
が
現
存
す
る
が
、
一
声
塚
は
そ
の

最
初
の
も
の
で
あ
る
。

○
一
声
塚
　
　
碑
面「
一
声
の
江
に
よ
こ
た
ふ
や
ほ
と
ゝ
ぎ
す
　
芭
蕉
翁
」。

『
一
声
塚
』
解
題
と
翻
刻

竹
内

千
代
子
（
英
知
大
学
文
学
部
助
教
授
）

・

住
所

京
都
市
中
京
区
壬
生
馬
場
町
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―
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宮
津
の
天
橋
立
砂
洲
の
中
に
現
存
。
明
和
四
年
、
宮
津
連
に
よ
る
建
立
。

記
念
撰
集
と
し
て
『
一
声
塚
』（
明
和
四
年
十
月
十
二
日
序
）
が
あ
る
。

ま
た
、『
一
声
塚
百
回
忌
』（
寛
政
二
年
十
月
十
二
日
興
行
）
も
編
ま
れ

る
。
義
仲
寺
編
『
諸
国
翁
墳
記
』
に
登
載
さ
れ
る
。

○
烏
塚
　
　
碑
面
「
何
に
こ
の
師
走
の
市
に
ゆ
く
烏
　
は
せ
を
」。
舞
鶴
の

円
隆
寺
内
、
智
恩
院
に
現
存
。
寛
政
四
年
秋
、
田
辺
の
逸
見
木
越
に
よ

る
建
立
。
記
念
撰
集
と
し
て
『
烏
塚
百
回
忌
』（
寛
政
五
年
十
月
五
日
興

行
）
が
あ
る
。
義
仲
寺
編
『
諸
国
翁
墳
記
』
に
登
載
さ
れ
る注

２

。

○
ず
ず
（
数
珠
）
塚
　
　
碑
面
「
涅
槃
会
や
皺
手
あ
は
す
る
数
珠
の
音
」。

加
佐
郡
河
守
の
清
園
寺
に
現
存
。
寛
政
五
年
、
清
園
寺
の
無
諍
上
人
に

よ
る
建
立
。
記
念
撰
集
と
し
て
『
ず
ず
塚
集
』（
寛
政
五
年
序
）
が
あ
る注

３

。

○
月
梅
塚
　
　
碑
面
「
春
も
や
ゝ
気
し
き
と
ゝ
の
ふ
月
と
梅
　
甫
尺
拝
書
」。

与
謝
郡
石
川
の
神
宮
寺
に
現
存
。
文
化
元
年
四
月
十
七
日
に
没
し
た
玄

化
堂
甫
尺注

４

に
よ
る
建
立
。
甫
尺
は
、
享
和
期
に
母
の
生
地
で
あ
る
岩
屋

の
近
く
、
蕪
村
が
設
計
し
た
と
伝
え
る
神
宮
寺
の
庭注

５

に
、
敬
慕
す
る
芭

蕉
の
句
碑
を
建
立
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

○
梅
が
香
塚
「
梅
が
香
に
の
つ
と
日
の
出
る
山
路
か
な
　
芭
蕉
」。
宮
津
の

須
津
の
須
津
彦
神
社
内
に
現
存
す
る注

６

。

一
声
塚
は
、
明
和
四
年
に
、
宮
津
連
が
建
立
し
、
蝶
夢
を
導
師
と
し
て
迎
え

た
。
蝶
夢
は
こ
れ
に
応
え
て
次
の
ご
と
く
言
う
。

石
碑
供
養
の
式
あ
ら
ん
と
て
、
遠
く
予
を
開
眼
師
に
む
か
へ
ら
れ
け
る

に
、
お
も
へ
ば
さ
ば
か
り
の
塚
に
そ
の
神
な
く
て
は
と
、
や
が
て
粟
津

の
義
仲
寺
に
詣
で
、
古

の
一
杯
の
土
を
こ
ひ
う
け
侍
り
て
、
み
づ
か

ら
首
に
か
け
て
此
国
に
下
向
し
、
日
を
卜
し
て
今
月
今
日
碑
の
下
に
収

め
、
社
中
の
人
々
、
碑
前
に
法
筵
を
も
う
け
、
華
を
ち
ら
し
香
を
焚
て
、

俳
諧
の
連
歌
一
座
を
修
行
し
、
結
願
に
は
、
与
謝
の
海
の
潮
を
く
み
、

手
を
洗
ひ
、
硯
に
入
れ
て
、
塚
を
祭
る
の
文
を
書
く

こ
の
一
声
塚
の
建
立
に
際
し
て
は
、
多
く
の
芭
蕉
塚
の
建
立
と
同
様
に
、
導

師
を
招
い
て
開
眼
し
、
香
華
を
供
え
、
俳
諧
興
行
を
行
な
い
、
そ
の
折
の
俳
諧

興
行
を
も
と
に
撰
集
を
編
ん
だ
。
そ
し
て
、
義
仲
寺
編
『
諸
国
翁
墳
記
』
に
登

載
し
、
全
国
の
俳
壇
に
披
露
し
た
。
芭
蕉
塚
は
、
芭
蕉
を
敬
う
故
の
墓
で
あ
り
、

且
つ
自
ら
の
俳
壇
の
存
在
を
宣
言
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
宮
津
俳
壇
に
あ
っ
て

は
、
寛
政
二
年
に
は
、
芭
蕉
百
回
忌
と
し
て
の
『
一
声
塚
百
回
忌
』（
白
児
序
）

の
俳
諧
興
行
が
あ
り
、
撰
集
が
編
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
一
声
塚
は
、
宮

津
俳
壇
の
拠
り
所
で
あ
る
。
な
お
、『
諸
国
翁
墳
記
』
の
一
声
塚
は
、「
一
夢
塚
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
管
見
の
限
り
で
は
こ
の
よ
う
な
呼
称
は
他
に
見
当
た

ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、「
一
声
の
」
の
句
は
、
現
在
「
ほ
と
ゝ
ぎ
す
声
横
た
ふ
や
水
の
上
」

の
句
形
が
完
成
句
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
句
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
元
禄
六
年

四
月
二
十
九
日
付
荊
口
宛
芭
蕉
書注

７簡
に
詳
し
い
。
そ
れ
に
拠
る
と
、
次
の
句
稿

が
示
さ
れ
て
い
る
。

ほ
と
ゝ
ぎ
す
声
や

声
横
ふ

横や

ふ
水
の
上

と
申
候
に
、
又
同
じ
心
に
て

一
声
の
江
に
横
ふ
や
ほ
と
ゝ
ぎ
す

水
光
接
レ

天
白
露
横
レ

江
の
字
、
横
、
句
眼
な
る
べ
し
や
。
ふ
た
つ
の
作
い
づ

れ
に
や
と
推
敲
難
レ

定
。

右
の
二
句
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
に
、
水
沼
沾
徳
が
来
訪
し
、
句
評

を
求
め
た
と
こ
ろ
、

沾
曰
、
横
江
の
句
、
文
に
対
し
て
考
レ

之
時
は
句
量
尤
い
み
じ
か
る
べ
け

れ
ば
、
江
の
字
抜
て
水
の
上
と
く
つ
ろ
げ
た
る
句
の
に
ほ
ひ
よ
ろ
し
き
方
に

お
も
ひ
付
べ
き
の
条
申
出
候
。

と
、「
水
の
上
」
の
方
が
良
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
へ
山
口
素
堂
と

原
安
適
が
加
わ
っ
て
、

水
上
の
究
よ
ろ
し
き
に
定
り
て
事
や
み
ぬ
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と
、
先
の
沾
徳
と
同
じ
結
果
と
な
っ
た
。
そ
し
て
芭
蕉
は
、「
白
露
横
レ

江
」

と
い
う
句
文
の
味
わ
い
を
内
包
し
な
が
ら
鑑
賞
す
る
こ
と
を
希
求
し
て
、
次
の

ご
と
く
締
め
括
る
。

白
露
横
レ

江
と
云
奇
文
を
味
合
て
御
覧
可
レ

被
レ

下
候

こ
の
書
簡
に
よ
っ
て
、
芭
蕉
句
は
上
五
が
「
ほ
と
ゝ
ぎ
す
」
の
方
に
定
ま
っ

た
。と

は
い
う
も
の
の
、
両
句
は
い
ず
れ
に
も
定
め
が
た
い
佳
作
で
あ
っ
た
。『
俳

諧
問
答
』注

８

に
よ
れ
ば
、
森
川
許
六
は
沾
徳
の
評
に
同
意
を
し
て
い
な
い
。

徳
と
云
者
、
一
生
真
ン

の
俳
諧
な
し
。
か
れ
が
判
、
お
ぼ
つ
か
な
し
。
予

は
只
、「
江
に
横
た
ふ
」
の
方
、
勝
れ
り
と
返
事
せ
し
也
。

さ
ら
に
、
後
世
に
あ
っ
て
同
句
は
、
二
句
と
も
に
評
価
さ
れ
て
い
る注

９

。

蝶
夢
は
、
自
ら
編
集
し
た
『
類
題
発
句
集
』（
明
和
七
年
十
二
月
序
、
安
永
三

年
三
月
刊
）
に
お
い
て
、
郭
公
の
句
と
し
て
上
五
が
「
ほ
と
ゝ
ぎ
す
」
の
句
を

載
せ
る
。
し
か
し
、
後
年
の
蝶
夢
編
『
芭
蕉
翁
発
句
集
』（
安
永
五
年
序
、
寛
政

元
年
再
刻
）
で
は
、
上
五
が
「
一
声
の
」
と
「
ほ
と
ゝ
ぎ
す
」
と
の
両
句
を
並

記
し
て
い
る
。
蝶
夢
が
「
一
声
の
」
の
句
形
に
惹
か
れ
て
い
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
に
影
響
さ
れ
た
丹
後
の
芭
蕉
塚
は
、「
一
声
の
」
の
句
形
を
石

に
刻
ん
だ
と
言
え
よ
う
。
蝶
夢
は
、『
一
声
塚
』
に
寄
せ
て
、

江
に
横
た
ふ
郭
公
の
そ
の
発
句
の
一
声
は
彷
彿
と
し
て
、
ま
の
あ
た
り
、

こ
ゝ
の
切
戸
の
わ
た
り
の
風
景
に
よ
く
か
な
ひ
て
、
今
も
此
地
に
遊
ぶ
人

の
此
景
に
対
し
て
は
、
か
な
ら
ず
此
句
を
思
ふ
事
あ
る
も
、
祖
翁
の
い
ま

だ
此
地
に
吟
行
し
給
ず
と
い
へ
ど
も
、
生
涯
此
地
の
佳
景
な
る
を
あ
は
れ

に
な
つ
か
し
く
思
ひ
や
り
給
ひ
て
こ
そ
か
ゝ
る
絶
唱
を
も
得
た
ま
ひ
つ
ら

め
。

と
言
う
。
同
句
の
実
際
は
、
芭
蕉
の
猶
子
桃
隣
の
病
死
を
悲
し
ん
だ
絶
唱
で

あ
っ
た
が
、
蝶
夢
や
丹
後
俳
人
に
と
っ
て
は
、「
江
に
横
た
ふ
郭
公
の
そ
の
発
句

の
一
声
」
が
大
事
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
天
橋
立
の
絶
景
に
叶
う
「
江
に
横

た
ふ
」
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
全
国
の
芭
蕉
句
碑
を
収
録
し
た
『
石
に
刻
ま
れ
た
芭
蕉
』注

10

中
の

「
一
声
の
」
と
「
ほ
と
ゝ
ぎ
す
」
と
の
両
句
を
一
覧
す
る
と
、
前
者
は
八
基
あ
り
、

全
国
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
。
後
者
は
九
基
あ
り
、
東
海
よ
り
東
に
建
立
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
前
者
の
ほ
と
ん
ど
が
江
戸
期
の
建
立
で
あ
り
、
後
者
の
ほ
と
ん

ど
が
明
治
以
降
の
も
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
江
戸
期
の
義
仲
寺
編
纂
の
『
諸
国

翁
墳
記
』
に
載
る
も
の
は
前
者
の
み
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
江
戸
期
に
お
い
て

は
、「
一
声
の
」
句
が
支
持
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
声
塚
を
収
録
す
る
『
諸
国
翁
墳
記
』
は
、
芭
蕉
の
墓
碑
・
句
碑
ご
と
に
名

称
、
所
在
地
、
建
立
者
、
芭
蕉
句
を
記
し
、
ほ
ぼ
年
代
順
に
配
列
し
た
も
の
で

あ
る
。
宝
暦
十
一
年
の
序
文
を
持
ち
百
余
基
を
収
載
す
る
も
の
か
ら
、
安
政
五

年
の
建
立
を
確
認
で
き
る
四
百
十
二
基
を
収
載
す
る
も
の
ま
で
が
知
ら
れ
て
い

る
。
諸
俳
人
は
、
各
地
で
芭
蕉
塚
の
建
立
を
行
う
と
、
義
仲
寺
に
申
告
し
墓
碑

録
に
登
載
を
求
め
た
。
義
仲
寺
は
、
こ
れ
を
諸
俳
壇
に
披
露
す
べ
く
、
墓
碑
録

を
編
纂
、
蔵
板
し
、
刊
行
（
後
に
は
橘
屋
治
兵
衛
が
刊
行
）
し
た
。
芭
蕉
顕
彰

事
業
の
一
環
で
あ
る
。
丹
後
俳
壇
は
こ
れ
に
も
積
極
的
に
加
わ
っ
た
。
一
声
塚

の
他
に
は
、
田
辺
（
舞
鶴
）
の
烏
塚
も
登
載
さ
れ
て
い
る
。

注
１
　
年
譜
事
項
の
多
く
は
、
小
室
洗
心
著
『
丹
後
俳
人
集
』（
昭
和
五
年
十
二
月
刊
。
非

売
品
）
に
拠
る
。

注
２
　
拙
稿
「
『
烏
塚
百
回
忌
』
解
題
と
翻
刻
」
（
英
知
大
学
人
文
科
学
研
究
室
紀
要

「
人
間
文
化
」
第
８
巻
）
に
翻
刻
紹
介
し
て
い
る
。

注
３
　
拙
稿
「『
ず
ず
（
珠
数
）
塚
集
』
解
題
と
翻
刻
」（
大
坂
俳
文
学
研
究
会
「
会
報
」

第
40
号
）
に
翻
刻
紹
介
し
て
い
る
。

注
４

甫
尺
の
略
歴
に
つ
い
て
は
、
沢
村
秀
夫
著
「
蕪
村
と
甫
尺
」（「
季
刊
郷
土
と
美
術
」

一
九
八
三
年
、
通
巻
80
号
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
参
照
し
て
ま
と
め
る
と
甫
尺
は
、
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宮
津
に
生
ま
れ
た
。
父
は
泉
屋
宗
左
衛
門
、
母
は
与
謝
の
岩
屋
の
出
身
。
安
永
五

年
六
月
に
は
京
都
に
出
、
樗
良
門
に
入
る
。
宮
津
智
源
寺
の
過
去
帳
に
、「
丈
陰
甫

尺
居
士
文
化
元
年
子
四
月
（
十
七
日
）
池
之
谷
甫
尺
ハ
イ
カ
イ
人
」
と
す
る
。
因

み
に
、
二
〇
〇
四
年
七
月
二
六
日
、
同
寺
の
住
職
に
よ
り
過
去
帳
の
記
載
を
確
認

し
て
頂
い
た
。
ま
た
、
智
源
寺
の
境
内
に
は
甫
尺
の
墓
が
現
存
す
る
。
な
お
、「
丹

後
郷
土
資
料
目
録
」（
糸
井
仙
之
助
編
）
に
拠
れ
ば
、
京
都
東
山
の
双
林
寺
墓
地
に
、

城
南
の
樗
良
門
に
よ
っ
て
も
建
て
ら
れ
た
と
い
う
。
拙
稿
「
玄
化
堂
甫
尺
（
書
肆

吉
田
九
郎
右
衛
門
）
の
俳
諧
活
動
」（
関
西
大
学
国
文
学
会
「
国
文
学
」
第
91
号
）

参
照
。

甫
尺
が
、
石
川
の
神
宮
寺
に
芭
蕉
塚
を
建
て
た
事
情
は
詳
ら
か
に
し
な
い
が
、

石
川
は
母
の
生
地
に
近
い
こ
と
、
神
宮
寺
に
は
蕪
村
が
設
計
し
た
と
伝
え
ら
れ
る

庭
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
時
期
に
つ
い
て
は
、

京
か
ら
宮
津
に
帰
省
し
て
、
宮
津
や
久
美
浜
の
連
衆
と
俳
諧
の
興
行
を
し
ば
し
ば

催
し
た
享
和
年
間
の
頃
で
あ
ろ
う
。
拙
稿
『
玄
化
堂
甫
尺
と
「
月
梅
塚
」』（
京
都

俳
文
学
研
究
会
「
俳
文
学
研
究
」
第
47
号
）
参
照
。

注
５
　
杉
本
利
一
著
「
蕪
村
庭
の
寺
を
訪
ね
て
」（「
季
刊
郷
土
と
美
術
」
一
九
八
九
年
、

通
巻
93
号
）
に
拠
れ
ば
、
神
宮
寺
の
庭
は
蕪
村
が
設
計
し
た
。

注
６

梅
が
香
塚
の
成
立
年
次
や
建
立
者
に
つ
い
て
は
、
未
詳
で
あ
る
が
、
私
に
調
査
し

た
と
こ
ろ
で
は
、
明
治
期
の
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

注
７
　
本
文
は
、『
校
本
芭
蕉
全
集
第
八
巻
』
に
よ
る
。

注
８
　
本
文
は
、
古
典
俳
文
学
大
系
10
『
蕉
門
俳
論
俳
文
集
』
に
拠
る
。

注
９
　
元
文
四
年
二
月
刊
華
雀
編
『
芭
蕉
句
選
』
に
は
、
上
五
が
「
一
声
の
」
と
「
ほ

と
ゝ
ぎ
す
」
と
の
両
句
が
並
記
さ
れ
て
い
る
。

注
10

弘
中
孝
著
、
二
〇
〇
四
年
二
月
、
智
書
房
刊
。

翻
　
刻

凡
　
例

一
、
漢
字
・
か
な
の
表
記
は
、
原
則
と
し
て
現
行
の
も
の
に
統
一
し
た
。

一
、
丁
移
り
は
必
要
に
応
じ
て
示
し
、「
』
一
オ
）」
等
の
略
記
号
で
示
し
た
。

一
、
句
読
点
、
濁
点
な
ど
は
、
私
に
付
し
た
。

一
、
お
ど
り
字
は
原
文
の
と
お
り
に
し
た
。

一
声
塚
　
　
　
完

（
表
紙
・
貼
題
簽
）

む
か
し
斎
藤
徳
元
此
地
に
在
り
し
よ
り
、
俳
諧
の
名
は
伝
へ
な
が
ら
、
い
ま
だ

そ
の
道
の
教
も
さ
だ
か
な
ら
ざ
り
し
に
、
や
ゝ
俳
諧
の
風
化
開
発
の
時
い
た
れ

る
に
や
、
密
に
芭
蕉
翁
の
正
風
の
た
ふ
と
き
事
を
聞
つ
た
え
て
、
ま
す

く
道

に
倍
の
深
き
よ
り
推
敲
を
た
ゞ
さ
ん
と
て
、
過
し
年
の
秋
、
は
る

ぐ
都
よ
り
、

蝶
夢
法
師
を
む
か
へ
、
橋
立
の
秋
と
い
へ
る
編
集
あ
り
し
こ
ろ
ほ
ひ
、
あ
は
れ

か
ゝ
る
三
景
の
勝
地
に
、
祖
翁
の
塚
の
あ
ら
ま
し
か
ば
な
ど
、
法
師

の
（
』
一
オ
）
い
さ
ゝ
か
智
恵
つ
け
申
さ
れ
し
も
、
ま
さ
し
く
文
殊
大
士
の
示
現

な
ら
め
と
、
社
中
ひ
た
ぶ
る
心
ざ
し
を
合
せ
て
、
橋
立
の
西
の
汀
に
一
基
の
塚

を
造
立
せ
り
。
供
養
の
導
師
に
ふ
た
ゝ
び
中
川
の
御
坊
を
請
じ
、
智
恩
禅
寺
の

丈
室
に
て
、
四
花
八
月
の
法
筵
を
も
う
け
、
句
を
奉
り
し
。
そ
の
日
の
あ
ら
ま
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し
に
、
遠
近
の
通
志
の
吟
詠
を
書
つ
ら
ね
、
板
に
彫
り
て
、
不
朽
に
伝
え
ん

と
（
』
一
ウ
）
塚
の
名
に
よ
り
、
一
声
塚
集
と
題
し
、
な
が
く
此
地
に
、
此
門
の

風
雅
の
絶
ざ
ら
ん
事
を
と
い
ふ
心
を
、
社
中
の
人
々
に
か
は
り
て

東
陌
誌
之

明
和
丁
亥
の
と
し
十
月
十
二
日

』
二
オ

丹
後
国

天
橋
立

芭
蕉
翁

石
碑
之
図

起
龍
（
印
）

』
三
オ

こ
と
し
夏
の
は
じ
め
、天
の
橋
立
に
芭
蕉
翁
の
碑
を
造
立
の
事
あ
り
。
そ
の
意
趣
は
、

此
国
の
宮
津
の
府
、
岩
瀧
の
浦
の
人
々
祖
徳
を
し
た
ひ
奉
り
て
、
風
雅
の
余
光
を
百

世
に
伝
え
ん
と
な
り
。
そ
の
塚
の
高
さ
六
尺
あ
ま
り
、
石
を
三
畳
に
す
。
碑
の
面
に

は
、
古
翁
の
杜
宇
の
遺
詠
を
彫
し
む
る
も
る
（
マ
マ
）な
り
。
そ
の
石
碑
供
養
の
式
あ
ら
ん
と

て
、
遠
く
予
を
開
眼
師
に
む
か
へ
ら
れ
け
る
に
、
お
も
へ
ば
さ
ば
か
り
の
塚
に
そ
の

神
な
く
て
は
と
、
や
が
て
粟
津
の
（
』
三
ウ
）
義
仲
寺
に
詣
て
、
古

の
一
杯
の
土
を

こ
ひ
う
け
待
り
て
、
み
づ
か
ら
首
に
か
け
て
、
此
国
に
下
向
し
、
日
を
卜
し
て
、
今
月

今
日
碑
の
下
に
収
め
、
社
中
の
人
々
碑
前
に
法
筵
を
も
う
け
、
華
を
ち
ら
し
、
香
を

焚
て
、
俳
諧
の
連
歌
一
座
を
修
行
し
、
結
願
に
は
与
謝
の
海
の
潮
を
く
み
、
手
を
洗

ひ
、
硯
に
入
れ
て
、
塚
を
祭
る
の
文
を
書
く
。
時
は
、
明
和
四
丁
亥
の
夏
五
月
十
二

日
、
京
極
中
川
の
法
師
蝶
夢
謹
て
こ
れ
を
読
む
。
そ
の
文
に
曰
、（
』
四
オ
）

倩
、
お
も
へ
ば
む
か
し
、
阿
翁
済
勝
の
癖
あ
り
て
、
松
島
象
潟
に
錫
を
ひ
か
し
、
須

磨
明
石
に
杯
を
浮
め
給
ふ
け
る
に
も
、
そ
も
こ
の
天
の
橋
立
の
我
み
か
ど
の
、
六
十

余
国
の
中
に
し
も
似
た
る
所
な
き
三
景
と
数
へ
た
る
を
、
い
か
で
忘
れ
給
ふ
べ
き
な

ら
ね
ど
、
花
の
ふ
る
日
は
頭
重
く
、
雪
の
ち
る
日
は
腰
い
た
み
ぬ
る
多
病
の
身
を
い

か
に
せ
ん
と
、
お
も
ひ
と
ゞ
ま
り
給
ふ
ら
ん
か
し
。
さ
れ
ば
、
江
に
横
た
ふ
郭
公

の
そ
の
発
句
の
一
声
は
、
彷
彿
と（
』
四
ウ
）
し
て
、
ま
の
あ
た
り
、
こ
ゝ
の
切
戸
の
わ

た
り
の
風
景
に
よ
く
か
な
ひ
て
、
今
も
此
地
に
遊
ぶ
人
の
此
景
に
対
し
て
は
、
か
な

ら
ず
此
句
を
思
ふ
事
あ
る
も
、
祖
翁
の
い
ま
だ
此
地
に
吟
行
し
給
ず
と
い
へ
ど
も
、

生
涯
此
地
の
佳
景
な
る
を
あ
は
れ
に
な
つ
か
し
く
思
ひ
や
り
給
ひ
て
こ
そ
、
か
ゝ
る

絶
唱
を
も
得
た
ま
ひ
つ
ら
め
と
、
管
見
を
恐
れ
ず
、
や
く
百
年
の
今
日
に
い
た
り
て
、

此
句
を
碑
面
に
あ
ら
は
し
、
遺
弟
の
社
友
四
十
二
人
を
の

く
一
簣
の
ち
か
ら
を
は

こ
び
て
、
終
に（
』
五
オ
）
此
塚
を
此
地
に
築
き
、
は
じ
め
て
初
音
の
一
声
塚
と
名
づ

け
、
辺
に
祖
翁
の
吟
魂
を
な
ぐ
さ
め
奉
る
も
の
か
。
地
は
名
に
し
お
ふ
海
上
禅
林
の

文
殊
堂
前
な
れ
ば
、
金
を
ふ
る
真
砂
地
の
清
き
汀
に
し
て
、
松
風
の
琴
の
し
ら
べ
常

に
か
よ
ひ
、
波
の
皷
の
音
た
へ
ね
ば
、
玻
玉
の
宝
の
岸
と
も
申
べ
し
。
向
ふ
に
和
泉

式
部
の
音
し
待
れ
ば
、
ふ
る
き
歌
物
語
に
も
た
よ
り
よ
く
、
隣
に
徳
元
居
士
が
墓
あ

り
て
ち
か
き
俳
諧
の（
』
五
ウ
）
沙
汰
も
有
な
ん
か
し
。
も
と
よ
り
、
碑
前
に
香
華
酒

掃
の
如
在
怠
る
事
な
か
ら
ま
し
け
れ
ど
、
春
の
霞
の
一
す
じ
、
白
糸
の
浜
に
た
ち
は

ゆ
る
は
香
の
け
ぶ
り
に
な
び
き
、
内
外
の
海
に
す
む
月
の
影
は
灯
明
に
か
ゞ
や
き
、

成
相
の
尾
上
に
つ
も
る
雪
の
花
迄
も
を
の
づ
か
ら
此
塚
に
備
へ
奉
り
、
な
を
月

く

日
毎
に
一
句
一
詠
の
法
施
を
捧
て
、
壺
の
碑
の
ふ
る
き
を
し
た
ふ
心
に
、
我
輩
は
堕

涙
の
碑
と
も
あ
ふ
（
』
六
オ
）
ぎ
な
ま
し
。
し
か
ら
ば
、
風
雅
は
此
塚
の
名
の
一
声
の

百
千
よ
り
な
が
く
、
此
地
に
聞
え
て
、
古
里
の
松
の
葉
の
ち
り
う
せ
ず
、
万
代
の
浜

千
鳥
の
跡
ひ
さ
し
く
と
ゞ
ま
ら
ん
こ
と
を
敬
白

』
六
ウ
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明
和
四
丁
亥
年
夏
五
月
十
二
日
於
智
恩
寺
興
行

一
声
の
江
に
横
た
ふ
や
杜
宇

翁

そ
の
声
し
た
ふ
松
の
下
闇

蝶
夢

汲
て
出
す
新
茶
の
匂
ひ
目
の
覚
て

東
陌

も
ふ
縫
上
を
す
る
ば
か
り
也

季
友

よ
ひ
ほ
ど
に
門
を
か
は
か
す
風
が
吹

麦
士

は
ね
あ
ふ
馬
を
引
分
て
を
く

竹
圃

』
七
オ

せ
ん

く
に
白
ふ
成
た
る
朝
の
月

建
山

ふ
た
萩
の
雫
こ
ぼ
る
ゝ

浦
曲

秋
入
の
埃
に
机
も
つ
て
迯
げ

百
尾

何
地
へ
も
つ
か
ぬ
飯
の
食
時

東
面

帆
ば
し
ら
の
上
に
聳
し
摩
耶
が
嶽

馬
吹

頻
に
く
ろ
ふ
な
つ
て
来
る
空

兎
乗

お
も
ふ
ほ
ど
書
れ
ぬ
筆
を
投
て
の
け

桃
里

薬
飲
し
に
母
の
足
音

友
枝

』
七
ウ

葉
の
中
を
よ
ろ

く
つ
は
の
咲
出
て

東
渚

寒
ひ
も
道
理
も
は
や
霜
月

木
父

燭
台
の
づ
ら
り
と
舞
台
楽
屋
ま
で

斗
杯

踏
つ
ぶ
し
た
る
朧
饅
頭

者
三

四
つ
五
つ
ど
ん
な
烏
の
啼
て
行

木
兎

尖
り
し
山
は
姑
蘇
の
城
外

起
龍

月
花
に
住
古
し
た
る
竹
瓦

八
柱

せ
ん
ど
寝
る
の
か
お
れ
が
薮
入

渭
柳

』
八
オ

三
味
線
に
囀
る
も
の
は
誰

く
ぞ

些
紅

来
る
も
糞
舟

く

枕
水

忘
れ
う
と
す
れ
ど
も
監
が
む
く
つ
け
さ

燕
子

節
句
の
髪
を
よ
つ
て
か
ゝ
つ
て

芝
月

若
竹
の
棘
か
ら
皮
の
舞
ふ
て
ち
り

素
涼

百
文
出
せ
ば
開
帳
が
な
る

吐
繍

風
呂
敷
を
む
つ
と
火
縄
で
引
か
ら
げ

之
芳

鰯
の
灰
で
膳
が
き
た
な
い

鳥
秀

』
八
ウ

年
越
の
も
う
の
ん
ど
り
と
雪
も
な
く

有
中

所

く
に
杉
の
む
ら
立

見
樗

精
進
の
気
を
つ
け
ら
れ
て
こ
わ
ふ
成

阿
誰

一
つ
違
ふ
て
姉
は
つ
め
袖

知
風

挑
灯
に
月
の
光
り
も
懸
な
ら
べ

文
設

そ
ふ
直
切
て
は
虫
が
啼
ま
ひ

跨
山

鼻
紙
を
は
ら

く
く
と
野
分
す
る

季
月

音
す
み
わ
た
る
流
泉
の
曲

夏
炉

』
九
オ

両
寺
は
山
に
は
さ
ん
で
道
細
し

花
友

鯉
の
顔
出
す
笹
の
葉
の
苞

梅
夫

安
産
と
ば
か
り
娘
の
子
じ
や
そ
ふ
な

鼎
二

此
頃
中
に
な
い
日
和
な
り

其
翠

文
台
に
花
を
捧
て
塚
の
前

鷺
十

真
砂
も
尽
じ
は
し
立
の
春

執
筆
南

』
九
ウ

碑
前
手
向
の
発
句
は
そ
の
時
鳥
の
一
声
を
和
し

奉
ら
ん
と
て
百
千
の
鳥
を
題
に
探
る
の
み

屋
根
葺
の
あ
は
れ
し
に
け
り
雀
の
子

宮
津
鷺
十

ひ
だ
つ
か
と
枕
上
け
り
斥
鸚

文
設

む
れ
わ
た
る
数
さ
へ
見
え
て
四
十
雀

東
陌

御
鳥
を
ば
真
似
る
鸚
鵡
の
初
音
哉

建
山

』
十
オ

沖
中
に
雪
の
流
る
ゝ

か
な

些
紅
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日
ざ
か
り
は
さ
す
が
に
暑
し
か
ん
こ
鳥

季
友

漏
音
の
や
め
ば
妻
戸
を
水
鶏
か
な

百
尾

鶯
や
み
な
ま
で
解
ぬ
谷
の
音

起
龍

常
な
ら
ぬ
声
や
涅
槃
の
夕
烏

馬
吹

青
鷺
や
跡
に
こ
ぼ
る
ゝ
蛍
の
火

竹
圃

鳶
ま
ふ
や
雪
気
は
な
れ
し
雲
の
色

南

う
つ
く
し
ひ
草
の
中
か
ら
雉
子
の
声

者
三

』
十
ウ

は
つ
雁
や
な
が
ふ
居
ら
れ
ぬ
橋
の
上

斗
杯

沖
の
石
に
居
あ
ま
つ
て
ち
る
千
鳥
哉

梅
夫

鶴
舞
や
霞
も
ひ
ろ
ふ
晴
て
行

東
面

山
雀
や
わ
れ
ぬ
胡
桃
に
日
も
す
が
ら

跨
山

後
の
世
の
く
ら
き
も
し
ら
で
鵜
舟
か
な

兎
乗

駒
鳥
や
馬
つ
な
い
だ
る
松
の
上

季
月

山
鳥
や
春
風
に
尾
を
持
あ
ぐ
み

東
渚

』
十
一
オ

む
れ
鷺
や
手
拭
揃
ふ
植
乙
女

之
芳

鶯
弾
や
松
の
し
ら
べ
も
音
を
そ
へ

木
父

鵲
や
夕
日
に
橋
を
か
け
か
ゝ
る

知
風

世
を
せ
ま
ふ
押
合
て
居
る
目
白
哉

見
樗

ち
り
そ
ふ
な
棘
に
あ
ぶ
な
し
百
舌
の
声

花
友

内
陣
に
鳩
の
声
あ
り
五
月
雨

枕
水

弓
張
の
月
を
目
あ
て
や
夕
雲
雀

鳥
秀

木
々
の
葉
も
ち
ら
し
て
鷹
の
羽
風
哉

吐
繍

』
十
一
ウ

船
頭
に
物
し
り
も
あ
り
都
鳥

其
翠

鴛
鴦
や
あ
だ
に
は
ぬ
れ
ぬ
浪
ま
く
ら

素
涼

鶺
鴒
や
来
て
は
淋
し
い
庭
に
す
る

八
柱

鴫
た
つ
や
物
着
て
も
ど
る
わ
た
し
守

麦
士

涼
し
さ
を
抓
で
上
る

か
な

阿
誰

鵯
や
け
ふ
の
日
和
を
告
る
声

燕
子

翡
翠
や
と
ま
る
障
な
き
下
り
舟

桃
里

』
十
二
オ

燕
や
鳥
屋
の
店
を
西
ひ
が
し

木
兎

朝
な
き
や
か
は
る

ぐ
に
か
い
つ
ぶ
り

岩
瀧
友
枝

木
兎
や
更
行
月
に
影
ひ
と
つ

浦
曲

白
雨
の
門
お
よ
ぎ
行
家
鴨
か
な

渭
柳

羽
の
下
に
雛
子
の
声
や
冬
ご
も
り

鼎
二

船
歌
も
ど
ち
へ
芦
間
の
行

く
子

夏
炉

白
露
を
こ
ぼ
し
て
草
の
鶉
か
な

芝
月

』
十
二
ウ

木
の
下
の
花
は
き
行
や
尾
長
鳥

有
中

石
碑
の
不
朽
な
ら
ん
事
を
呪
願
し
て

此
石
の
文
字
そ
こ
な
ふ
な
啄
木
鳥

蝶
夢

』
十
三
オ

四
季
発
句

今
植
た
も
の
で
風
み
る
や
な
ぎ
か
な

八
柱

子
を
寝
せ
て
隣
を
か
り
し
砧
哉

麦
士

宿
借
て
見
た
れ
ば
は
や
春
の
暮

阿
誰

橋
立
は
下
に
み
じ
か
し
天
の
川

燕
子

降
た
夜
に
解
る
音
あ
り
春
の
雪

桃
里

』
十
三
ウ

雲
の
峰
ち
ぎ
れ
て
飛
や
今
朝
の
秋

木
兎

筆
持
て
よ
し
野
ゝ
夢
や
春
の
雨

鷺
十

室
咲
の
梅
も
他
力
や
御
取
越

文
設
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鳥
ば
か
り
真
向
に
行
や
山
ざ
く
ら

東
陌

朝
が
ほ
や
一
輪
の
ぼ
る
窓
の
竹

建
山

木
が
ら
し
や
う
ご
か
ぬ
星
の
影
一
つ

些
紅

鼾
か
く
人
う
ら
や
ま
し
き
り

ぐ
す

季
友

』
十
四
オ

様

く
の
音
か
た
づ
け
て
小
夜
き
ぬ
た

百
尾

七
堂
の
屋
根
飛

く
や
夏
木
立

起
龍

さ
わ

く
と
明
し
ら
み
け
り
稲
の
花

馬
吹

上
か
ら
も
ぼ
ち

く
落
る
清
水
哉

竹
圃

夕
顔
や
髪
ゆ
ふ
て
居
る
女
ど
も

南

二
三
艘
江
に
も
つ
も
る
や
け
さ
の
雪

者
三

名
月
や
一
す
ぢ
付
し
舟
の
跡

斗
杯

傘
に
た
ま
る
埃
や
冬
ご
も
り

梅
夫

』
十
四
ウ

昼
顔
や
盥
の
水
の
捨
所

東
面

一
寝
入
し
て
か
ら
秋
を
覚
え
け
り

跨
山

水
の
出
る
所
見
付
し
枯
野
か
な

兎
乗

涼
し
さ
や
登
り
お
ゝ
せ
て
松
の
下

季
月

畑
打
や
ぬ
い
だ
布
子
を
桑
の
棘

鳥
秀

秋
風
や
何
に
吹
て
も
音
淋
し

之
芳

若
草
の
爰
に
枕
の
ほ
し
い
も
の

木
父

』
十
五
オ

初
雪
や
こ
と
し
の
竹
の
重
た
げ
に

知
風

藻
の
花
や
す
く
ひ
上
た
る
網
の
中

見
樗

灯
火
の
影
流
る
ゝ
や
夕
す
ゞ
み

花
友

五
月
雨
や
縄
暖
簾
も
降
や
う
に

枕
水

跡
へ
来
る
人
も
同
じ
く
清
水
か
な

東
渚

け
ふ
も
ま
た
寝
て
し
ま
ふ
た
り
春
の
雨

吐
繍

世
の
中
は
い
ろ

く
有
に
生
身
魂

少
年
其
翠

涼
し
さ
の
空
行
音
や
松
の
陰

盲
人
素
涼

』
十
五
ウ

秋
た
つ
や
残
り
多
げ
に
一
葉
づ
ゝ

友
枝

陽
炎
や
去
年
か
え
し
た
る
土
の
上

渭
柳

帆
の
下
に
順
礼
歌
や
春
の
風

鼎
二

初
午
や
被
の
内
の
い
ぶ
か
し
き

夏
炉

若
竹
や
雀
一
つ
も
重
そ
ふ
に

芝
月

長
き
夜
や
何
を
鼠
の
ほ
つ
ち

く

有
中

つ
く

ぐ
と
都
の
絵
図
を
冬
籠

浦
曲

』
十
六
オ

朝
が
ほ
や
一
度
に
ひ
ら
く
空
の
色

呂
桂

餅
花
の
ち
る
夕
ぐ
れ
や
春
の
雨

女
冬
尤

麦
蒔
め
迷
ふ
た
様
に
山
の
裾

静
芳

龍
灯
の
松
に
こ
ぼ
る
ゝ
ほ
た
る
か
な

可
人

何
花
の
匂
ひ
か
し
ら
ず
お
ぼ
ろ
月

湖
菱

一
本
の
竹
を
あ
る
じ
や
夕
す
ゞ
み

松
泉

野
を
せ
ま
ひ
物
に
見
捨
て
雲
雀
哉

米
珠

』
十
六
ウ

機
音
の
覗
る
ゝ
日
や
ほ
し
む
か
へ

吟
松

昼
顔
と
夕
顔
の
間
の
暑
か
な

桂
夫

い
つ
の
間
に
畑
と
な
り
ぬ
霧
の
海

兀
山

漕
付
て
舟
に
寝
て
居
る
夜
長
哉

清
布

声
の
な
い
も
の
も
啼
ら
ん
涅
槃
像

閣
右

溟
竹
を
ち
か
ら
や
霜
の
菊
の
花

鷺
陌

塵
塚
や
何
所
か
ら
捨
て
虫
の
声

渭
水

』
十
七
オ

涼
し
さ
や
手
枕
な
り
に
一
寝
入

野
涼

木
地
挽
の
咳
し
づ
か
な
り
木
下
闇

謝
石
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そ
よ
り
と
も
枝
は
う
ご
か
ず

の
声

千
途

す
ゞ
し
さ
や
顔
へ
か
ゝ
り
し
葉
の
雫

袋
呂

鶏
頭
や
畑
は
青
い
風
の
色

渓
巵

ぬ
い
で
置
く
笠
の
白
さ
よ
木
下
闇

鹿
声

祖
父
祖
母
の
世
に
出
た
顔
や
初
袷

魚
監

雪
の
中
に
ま
が
ふ
香
は
な
し
蕗
の
薹

這
乙

』
十
七
ウ

鶯
や
朝
茶
ま
い
れ
と
呼
に
や
る

少
年
友
次

涼
し
さ
や
さ
ら

く
と
な
る
布
暖
簾

ヽ
陌
児

追

く
に
啼
て
さ
び
し
く
鹿
の
声

ヽ
波
竜

川
端
に
居
て
呵
ら
れ
つ
夕
す
ゞ
み

ヽ
文
之

』
十
八
オ

美
し
き
差
木
の

や
む
め
の
花

加
悦
柳
雪

頤
に
雫
落
し
て
西
瓜
か
な

建
之

桐
の
葉
や
染
る
間
も
な
ふ
散
て
行

扇
里

淋
し
さ
を
く
ら
べ
あ
ふ
て
や
虫
の
声

岐
山

雨
の
日
を
数
へ
て
見
る
や
銭
あ
ふ
ひ

似
扇

い
が
栗
の
菊
と
中
よ
き
節
句
か
な

貫
路

橋
立
や
中
に
ゆ
ら
れ
て
夕
す
ゞ
み

里
牧

御
車
の
牛
は
野
に
あ
り
雛
祭

河
守
尺
布

』
十
八
ウ

隠
れ
家
に
あ
ま
る
筧
や
五
月
雨

成
願
寺
以
沖

な
つ
か
し
き
む
か
し
語
や
土
用
干

網
野
鷺
舟

鶯
に
眠
り
入
た
る
柳
か
な

一
渓

音
ば
か
り
松
に
残
し
て
夕
時
雨

秋
月

短
夜
や
つ
い
聞
は
づ
す
明
の
鐘

玉
兎

秋
た
つ
や
帷
子
着
た
る
肌
ざ
は
り

平
柳
眉

寒
菊
や
小
柄
に
息
を
吹
か
け
る

下
岡
一
笑

梅
が
ゝ
を
よ
ふ
嗅
つ
け
て
初
音
か
な

桃
枝

』
十
九
オ

出
代
や
け
ふ
は
言
葉
も
あ
ら
た
ま
り

田
辺
杜
中

青
柳
や
常
ふ
く
風
も
あ
た
ら
し
き

亀
憩

淋
し
さ
の
や
つ
と
つ
も
り
し
木
の
葉
哉

春
設

日
ざ
か
り
も
秋
の
こ
ゝ
ろ
や
水
遊
び

大
山
笋
子

雛
酒
や
親
の
顔
ま
で
桃
の
花

中
浜
曲
水

手
の
届
く
や
う
に
見
へ
け
り
花
曇

遮
莫

田
の
畴
に
市
の
立
日
や
若
菜
摘

馬
藺

初
雪
や
む
か
ふ
の
岸
の
と
ま
り
舟

金
谷
青
丘

』
十
九
オ

梅
が
香
や
谷
を
出
て
来
る
鳥
の
声

佐
野
椿
居

物
の
葉
に
く
ば
り
足
ら
ぬ
や
初
時
雨

李
邑

風
の
日
は
隣
で
遊
ぶ
や
な
ぎ
か
な

池
柳

陽
炎
や
漕
ゆ
く
械
の
う
ら
表

東
梅

黄
鳥
の
根
笹
ま
は
る
や
春
の
雨

桃
遊

わ
か
草
や
ま
だ
葉
に
な
ら
ぬ
も
の
も
有

渭
水

出
し
先
の
踏
所
な
き
木
の
子
か
な

羽
扇

涼
し
さ
や
歩
行
て
居
れ
ば
蚊
も
食
ず

甲
山
文
泉

』
二
十
オ

の
声
つ
れ
て
落
た
る
一
葉
か
な

之
草

春
風
や
傘
を
帆
に
し
て
わ
た
し
舟

簡
兮

梅
咲
や
枝
に
は
雪
の
古
草
履

八
斗

春
の
雪
ゆ
す
れ
ば
棘
の
雫
か
な

昌
竿

菜
の
花
や
隣
は
青
き
麦
畑

西
仙

種
茄
子
の
く
さ
り
も
や
ら
ず
秋
の
暮

荷
休

鶏
頭
の
ふ
り
ま
は
さ
る
ゝ
野
分
か
な

清
虚

案
内
の
踏
ま
よ
ふ
た
る
木
の
葉
哉

以
文

』
二
十
ウ

一
人
づ
ゝ
木
の
根
め
ぐ
り
て
清
水
か
な

丘
明

涼
し
さ
や
残
ら
ず
竹
に
な
り
お
ゝ
せ

支
白

一
寝
入
覚
て
物
着
る
夜
寒
か
な

素
井
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初
秋
や
ま
だ
芭
蕉
に
は
疵
つ
か
ず

海
士

首

は
ら

く
と
こ
ぼ
し
た
ば
か
り
初
し
ぐ
れ

美
鳳

涼
し
さ
を
窓
へ
投
こ
む
一
葉
哉

盲
人
耳
考

青
海
へ
鹿
の
子
ゆ
ふ
た
る
あ
ら
れ
か
な

久
美
松
住

弓
引
て
居
な
が
ら
寝
た
る
案
山
子
哉

風
草

』
二
十
一
オ

諸
国
名
録

鶯
や
寝
て
は
居
ら
れ
ぬ
朝
ぼ
ら
け

華
洛
蝶
夢

懐
に
鼻
紙
高
し
衣
が
え

文
下

戸
を
た
ゝ
く
友
に
は
あ
ら
じ
秋
の
風

蘭
二

染
て
か
ら
わ
れ
て
見
せ
た
る
柘
榴
哉

甫

草
と
も
に
紙
に
つ
ゝ
み
し
蛍
か
な

紅
羽

陽
炎
や
横
に
干
た
る
酒
の
桶

瓜

』
二
十
一
ウ

抱
籠
や
君
が
心
の
中
涼
し

吾
東

稲
妻
や
鼻
の
先
な
る
馬
の
顔

麦
雨

紅
梅
の
あ
は
れ
に
問
し
涅
槃
か
な

女
琴
之

誠
ら
し
き
梢
も
見
ゆ
る
小
春
か
な

ヽ
尼
諸
九

一
列
は
露
に
重
た
き
鳴
子
か
な

一
瘤

夕
立
の
跡
か
ら
来
る
や
秋
の
風

浪
華
寸
馬

星
逢
や
石
と
も
な
ら
で
待
お
ふ
せ

旧
国

今
ち
る
と
音
な
ふ
庭
の
椿
か
な

呼
見

』
二
十
二
オ

針
箱
の
底
に
高
雄
の
木
の
葉
哉

尼
孤
遊

短
夜
や
故
郷
の
文
に
は
て
も
な
し

大
和
玄
糸

冬
が
れ
や
池
の
中
に
も
道
が
つ
く

播
磨
山
李
坊

行
秋
や
ま
た
一
し
き
り
茄
子
う
り

五
百
枝

朧
夜
は
ち
ら

く
明
て
ん
め
の
花

君
嶺

か
ん
こ
鳥
草
に
結
び
し
紙
は
あ
れ
ど

布
舟

鶯
の
覗
て
見
る
や
む
ろ
の
梅

写
竹

七
草
や
名
を
し
ら
ぬ
の
も
又
床
し

米
五

』
二
十
二
ウ

け
ふ
の
日
も
は
し
だ
て
暮
る
ゝ
時
雨
か
な

備
前
桃
江

名
月
や
昼
の
往
来
に
負
も
せ
ず

成
六

魂
の
懸
画
に
入
る
や
冬
籠

応
宇

初
雁
や
灸
を
す
え
て
山
を
見
る

備
中
蓑
可

嵯
峨
に
住
真
似
し
て
居
ら
ん
冬
籠

暮
杉

鶯
や
器
量
一
ば
い
薮
の
中

備
後
貫
千

我
も
一
人
先
も
一
人
や
か
ん
こ
鳥

風
路

よ
く
肥
た
男
な
り
け
り
鉢
た
ゝ
き

歩
来

』
二
十
三
オ

鑓
持
も
旅
で
は
さ
び
し
沢
の
鴫

安
芸
風
律

そ
の
拍
子
空
也
の
寺
の
碪
か
な

青
雨

何
も
の
ゝ
し
わ
ざ
か
今
朝
の
雪
丸
げ

芦
路

重
そ
う
に
小
僧
の
提
し
牡
丹
哉

周
防
礎
洞

何
本
か
竹
の
音
し
て
夜
の
雪

壺
外

待
宵
や
さ
び
し
き
鴫
の
う
し
ろ
影

豊
前
杜
秋

に
く
さ
う
に
瓶
よ
り
投
る
氷
か
な

箕
笠

涅
槃
会
や
蟇
も
目
を
し
ば
た
ゝ
き

嵐
雫

』
二
十
三
ウ

草
の
蛍
何
ぞ
と
問
へ
ば
飛
て
行

春
渚

初
雁
や
障
子
明
れ
ば
遠
ふ
な
る

豊
後
蘭
里

目
の
覚
た
時
寒
ふ
な
る
き
ぬ
た
哉

斗
周

戻
り
に
は
黙
て
下
り
る
雲
雀
か
な

一
幹

夕
顔
や
軒
の
破
れ
は
目
に
た
ゝ
ず

逸
之

鳥
さ
し
に
ま
ば
ゆ
が
ら
す
る
ひ
ば
り
哉

肥
前

使

稲
妻
や
石
切
る
峰
の
あ
た
り
よ
り

片
毛

初
雪
や
竹
に
く
ば
れ
ば
木
に
足
ら
ず

肥
後
文
暁

』
二
十
四
オ

星
合
や
楸
に
柳
よ
り
か
ゝ
る

筑
前
計
圭
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う
ぐ
ひ
す
や
分
別
し
て
は
一
つ
啼

蝶
酔

蝙
蝠
や
辻
君
も
此
あ
た
り
よ
り

器
水

水
鳥
の
水
の
み
に
立
氷
か
な

市
遊

秋
ざ
れ
や
月
を
形
見
の
瓢
棚

筑
後
舎
遊

脱
捨
た
笠
を
追
行
野
分
か
な

薩
摩
廓
龍

暖
簾
を
覗
て
は
行
つ
ば
め
か
な

菊
二

夕
顔
や
家
替
の
跡
に
咲
て
居
る

土
佐
百
曲

』
二
十
四
ウ

毛
薄
団
に
朝
日
も
の
る
や
梅
の
花

度
雄

饅
頭
の
義
理
あ
は
れ
な
り
二
日
灸

讃
岐
麦
冬

此
水
も
海
へ
届
く
か
か
ん
こ
鳥

帯
河

朝
顔
や
児
の
髪
剃
る
椽
の
先

一
峰

刎
ら
れ
た
馬
に
又
よ
る
柳
か
な

呉
禾

面
壁
の
尻
も
う
ご
き
し
暑
か
な

石
見
蝶
皷

来
る
人
の
顔
も
眠
た
し
春
の
雨

何
人

秋
来
る
や
噺
人
の
み
な
去
ン
で
か
ら

左
人

』
二
十
五
オ

若
や
ぎ
し（

マ
マ
）し

ろ
姿
や
衣
が
え

但
馬
木
卯

此
花
に
あ
る
じ
の
留
守
ぞ
啌
ら
し
き

五
柳

隣
に
は
腹
た
て
ゝ
居
る
蚊
遣
り
哉

不

見
う
し
な
ふ
道
の
細
さ
よ
か
ん
こ
鳥

千
里

草
の
葉
の
よ
ふ
も
ち
き
れ
ず
雉
子
の
声

丹
波
林
泉

な
が
き
日
の
春
に
も
咲
て
花
木
槿

越
前
梨
一

へ
つ
ら
は
で
御
前
よ
ろ
し
き
鶉
か
な

可
兮

子
に
罪
を
教
へ
て
わ
た
る
鵜
舟
哉

蕉
雨

』
二
十
五
ウ

梅
咲
や
ま
た
下
駄
の
入
る
横
小
路

鯉
尺

名
月
や
も
ど
つ
て
噺
す
事
は
な
し

加
賀
尼
素
園

昼
な
ら
ば
迷
ん
道
を
ほ
た
る
か
な

女
す
え

息
才
で
こ
と
し
も
あ
は
れ
魂
ま
つ
り

見
風

何
の
木
と
も
わ
か
ら
ぬ
冬
の
山
路
か
な

楚
丁

漁
火
涼
し
よ
ら
ば
悲
し
き
事
や
見
ん

麦
水

釣
鐘
も
あ
や
ふ
く
見
ゆ
る
落
葉
哉

能
登
孤
船

扇
子
折
る
音
も
更
た
る
水
鶏
か
な

羽
仙

』
二
十
六
オ

蔓
一
つ
垣
の
ち
か
ら
や
初
し
ぐ
れ

越
中
不
史

名
月
や
出
て
み
ぬ
も
の
は
雲
ば
か
り

黒
花

旅
人
の
寝
心
問
ん
雁
の
声

牧
之

か
ん
こ
鳥
杉
を
拝
ん
で
も
ど
り
け
り

李
夫

日
に
黒
む
顔
と
成
け
り
花
ざ
か
り

越
後
鯉
章

行
秋
は
大
竹
薮
の
嵐
か
な

燕
々

淡
雪
や
詠
る
う
ち
に
笹
の
露

桂
甫

野
ゝ
雪
も
淡
だ
ち
初
ぬ
若
菜
の
日

知
来

』
二
十
六
ウ

庵
へ
来
る
人
の
く
さ
め
か
秋
の
く
れ

出
羽
荷
笠

己
が
火
に
迷
ふ
て
は
飛
ぶ
蛍
か
な

惟
中

春
雨
や
出
口
へ
来
て
も
ま
だ
暮
ず

陸
奥
丈
芝

稲
妻
や
白
髪
の
み
ゆ
る
わ
た
し
守

里
桂

埋
火
や
母
の
蒲
団
の
さ
め
ぬ
う
ら

蘭
雅

早
起
の
身
に
ま
づ
し
る
や
け
さ
の
秋

桃
祖

若
草
や
畑
の
へ
り
に
蒔
た
ほ
ど

上
野
雨
十

風
に
む
く
顔
の
は
じ
め
や
梅
の
花

素
輪

』
二
十
七
オ

秋
た
つ
や
葉
う
ら
は
な
る
ゝ

の
殻

常
陸
五
峰

膝
の
手
の
う
い

く
し
さ
よ
更
衣

下
総
市
道

一
つ
と
は
思
ぬ
夜
な
り
け
ふ
の
月

東
都
蓼
太

砧
な
ら
打
や
む
頃
を
薺
か
な

巻
阿

拱
て
僧
の
出
て
来
る
や
な
ぎ
か
な

烏
明

是
ば
か
り
都
へ
う
れ
ず
稲
の
花

乙
河

か
ん
こ
鳥
昼
寝
に
飽
て
行
先
も

祇
尹
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沢
山
に
来
る
も
の
さ
び
し
雁
の
声

寄
山

』
二
十
七
ウ

老
て
我
裾
を
ふ
ま
へ
る
柳
か
な

柳
几

燕
や
鳴
戸
を
過
て
ふ
り
か
へ
り

伊
豆
如
髪

恐
ろ
し
き
罪
の
藻
屑
や
崩
れ
梁

相
模
麦
水

霜
踏
て
土
も
鳴
る
夜
や
鉢
た
ゝ
き

露
賈

帰
る
雁
見
送
る
う
ち
に
疲
れ
け
り

駿
河
金
鳧

鶯
の
竹
過
て
や
梨
の
花

蓼
且

此
や
う
な
雪
間

く
や
薺
粥

梅
冨

腹
た
ゝ
ぬ
き
ぬ

ぐ
は
な
し
雉
子
の
声

遠
江
周
竹

』
二
十
八
オ

己
が
影
見
て
居
る
鷺
や
秋
の
く
れ

甲
斐
莫
我

一
思
案
出
来
て
飛
こ
む
蛙
か
な

信
濃
鶴
山

御
倶
抔
も
秘
仏
に
な
り
て
冬
籠

巴
笑

入
る
時
は
霜
置
か
へ
て
後
の
月

素
因

眠
た
が
る
月
は
ま
だ
夏
ぞ
け
さ
の
秋

麦
二

梅
が
ゝ
や
猫
も
日
南
に
感
じ
入

花
彳

有
た
け
の
雲
と
見
へ
け
り
初
し
ぐ
れ

飛
騨
曽
臼

牛
に
し
て
石
を
た
ゝ
く
や
夏
木
立

眠
呼

』
二
十
八
ウ

蝶

く
の
そ
つ
と
と
ま
る
や
石
の
上

以
一

あ
そ
こ
ら
に
遊
で
も
見
た
し
上
雲
雀

美
濃
五
筑
坊

膏
屑
を
湯
に
入
さ
せ
る
あ
や
め
哉

和
巾

昼
顔
や
咲
た

く
と
直
通
り

古
牛

我
影
を
壁
に
画
書
や
冬
ご
も
り

尾
張
吟
山

さ
び
し
さ
を
寝
ぬ
子
の
崩
す
砧
か
な

鳥
申

尻
す
へ
ぬ
う
き
世
の
家
や
か
た
つ
ぶ
り

八
亀

達
磨
忌
や
柚
味
噌
の
す
わ
り
加
減
迄

暁
台

』
二
十
九
オ

待
宵
や
ま
た
ね
ど
雁
も
わ
た
る
声

三
河
才
二

忘
れ
た
る
事
の
多
さ
よ
と
し
の
暮

伊
勢
守
糺

蓮
池
へ
た
す
か
り
に
出
る
暑
か
な

入
楚

化
粧
し
て
麦
う
つ
宿
の
女
か
な

坡
仄

名
月
や
画
く
と
見
へ
る
竹
の
上

五
蓬

是
し
ら
ぬ
朝
寝
浅
間
し
雪
の
門

素
因

垣
ゆ
ふ
た
男
に
梅
の
匂
ひ
か
な

二
日
坊

藻
の
花
や
是
は
扇
に
の
せ
ら
れ
ず

志
摩
丸
夕

』
三
十
オ

踊
子
や
ふ
り
ち
が
へ
た
る
袖
と
袖

伊
賀
東
巴

梅
が
ゝ
の
す
る
水
も
あ
り
種
下
し

長
英

我
声
に
な
ら
ん
で
啼
や

の
声

松
舟

宿
札
の
数
よ
み
て
み
ん
五
月
雨

魯
名

盗
れ
た
あ
ま
り
な
る
べ
し
こ
と
し
竹

桐
雨

夕
顔
や
芥
け
ぶ
ら
す
軒
の
つ
ま

近
江
可
昌

朝
が
ほ
や
子
供
に
蚊
帳
を
釣
残
し

桃
舎

仰
向
た
顔
は
婆
な
り
田
植
歌

只
言

』
三
十
一
オ

秋
の
蚊
や
障
子
を
杖
に
突
て
立

亀
石

秋
立
や
一
葉
拾
へ
ば
ま
た
一
葉

荷
浄

鎌
か
し
て
舟
見
送
る
や
杜
若

青

ぱ
ら

く
と
舟
も
見
へ
け
り
初
嵐

智
丸

火
に
よ
れ
ば
も
と
の
寒
さ
や
大
根
引

魯
江

洛
陽
書
坊
橘
店
次
兵
衛
寿
梓

』
三
十
一
ウ

』
裏

表

紙

〔
付
記
〕

本
研
究
は
、
京
都
府
舞
鶴
市
教
育
委
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会
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の
受
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研
究
「
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市
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井
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と
デ
ジ
タ
ル
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す
る
研
究
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ら

99

『一声塚』解題と翻刻

（
二
四
）



び
に
、
文
部
科
学
省
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
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